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* 早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期課程（mkarakisawa@moegi.waseda.jp） 
1 文部科学省（2009）．「日本語指導が必要な外国人児童生徒の受け入れ状況等に関する調
査（平成 20 年度）」の結果について． 
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/21/07/1279262.htm 
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2 文部科学省（2009）では，「学年相当の学習言語」と表現されているが，それは































































































本研究における支援対象の児童は，支援開始時において来日 3 年目となる公立小学校 4
年生の女子 G3である。6 歳のときにフィリピンから来日し，2 年時より学校で週 1 回の
日本語支援を受けている。明るく元気な女の子で，休み時間や取り出しの日本語支援の場
では，よくおしゃべりをする。筆者は，4 年生進学時(2009 年 4 月)より 1 年間日本語支
援を行った。本稿では，4 月から 12 月までの 26 回の日本語支援を分析対象とする。 
G の日本語能力は，JSL バンドスケール4で定期的に測った。JSL バンドスケールは，
日本語を第一言語としない子どもたちの日本語能力の把握とそれに見合った日本語指導を





                                                
3 本稿における G のデータについては，学校名，個人名等の匿名性を保持することを条件に
教育委員会より使用の許可を得たものである。 
4 川上郁雄編（2004）『JSL バンドスケール(JSL  Bandscales )2004 試行版・小学校編』 






























表１ JSL バンドスケールによる G の日本語能力 
 聞く 話す 読む 書く 
2009.05.15 5 5～6 3 3～4 
2009.09.04 5～6 5～6 3～4 3～4 












捉えることができると考えた。   
4．「書く」活動への参加 
4．1．日本語支援実践の内容：「書く」活動を中心に 







表２ 日本語支援の主な活動内容（2009 年 4 月～12 月） 
期間（回） 主な活動内容 主な「書く」活動 
[1] (1～4 回) 自己紹介／教科学習への参加支援 課題プリント，漢字ドリル，手紙 
[2] (5～7 回) ポスター活動①「運動会」 ポスター 
[3] (8～9 回) リサイクル学習（在籍の課題） リサイクル学習発表原稿 
[4] (10～13 回) 教科学習への参加支援／漢字学習 算数ドリル，理科の観察シート，漢字
プリント，作文等 
[5] (14～17 回) 「読み書き」活動／漢字学習 漢字ドリル，漢字 50 問テスト等 
[6] (18～20 回) ポスター活動②「タガログ語の紹介」 ポスター 
[7] (21～23 回) 読書「好きな本を読もう」 本のタイトル，本の内容 




































































































































ることが多い。本活動も，3 回の活動のうち 2 回目からは，以前一緒に日本語支援を受け
ていた F という同じクラスでフィリピン出身の女子が途中から参加を希望し，児童 2 名


















者は発表までの計画を以下のように立て，G と F に説明した。 
① ポスターに何を書くかを話し合う。 




















































































































































G と F は大変喜んで，ポスターにその写真を貼った。このことからも，このボクシング
                                                
5 白野慎也(2005)『旅の指さし会話帳⑭フィリピン[第二版]』情報センター出版局 
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